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発達障害等のある幼児児童生徒の指導及び支援の充実に関する

指針について．

発達障害等のある幼児児童生徒の指導及び支援の充実に関する指針を作成いた

しましたので､別添のとおり報告します．
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発達障害等のある幼児児童｣生徒の
指導及び支援の充実に関する指針
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高知県教育委員会

平成２３年８月
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発達障害等のある子どもたちが



～この｢指金１Ｊでは､_発達障害等通常の学級に在籍する特別な教育

的ニーズのある子どちについて（「発達障害等のある子ども」と表
記しています｡Ｅ

この「等」は､ＬD、ADHD、高機能自閉症等の診断のある子ど

ちのみを対象としているのではなく、診断のない子どもも対象にし

ているという意味で使っています６



農はじめに

学校教育法の一部改正により、平成１９年度から特別詞畏教育が新たU制度

としてスタートしました。特別支援教育は、発達障害も含めて特別な支援を

必要とする幼児児童生徒が在籍する全ての学校において実施されるものであ

り、本県の小中学校の通常の学級に在籍する児童生徒の約５８％(Ｈ２2年度）

が特別な支援を必要としﾉていると把握されています６

●

高知県においては、平成１５年度以降それぞれの地域において、支援のため

のネットワークの構築AvD、各学校における特別支援教育の体制整備を推進して

いるところですbこうした取組は今後も更に充実・発展させる必要があり、特

別支援教育の質的な向上舂図ることが大切です６

さらに、平成２３年２月の「日本一の健康長寿県構想」（改訂版）に３sいて、

“ともに支え合いながら生き生きと暮らす囑知型福祉の実現｣''の一環とじ已

孚L幼児期から卒業後の就労までを見通した、発達障害児・者のライフステージ

に応iじた詞受体制づくりが進められています。

高知県教育委員会では、こうした県全体の取組と有機的に連携し、発達障害

等のあるすべての子どもたち畝生き生きとかがやきながら学校生活を送るこ

とができるよう、指導や己可彊の在り方について検討を進めてまいりまし7E。

この指針は、今後、高知県が発達障害も含めて、特別な支援を必要とする

幼児児童生徒への指導と支援に関して、教育が取り組むべき方向性とその際の

骨格を示すものとして策定いたしました。．

現在、高知県は学力問題をはじめとして、いじめ、不登校、中途退学などの

解決すべき多くの課題があります6特別支援教育の理念と基本的考え方が言
及・定雷することは、様ﾉﾏな課題の解決や改革に大いに資すると考えら↑L､積

極的な意義を有するものであると言えます６．

この指針に基づき､早期からの支援体制をいっそう整備し糊Ｉ支援教育のさ

らなる充実を図ろとともに、子どもたちの将来の自立と社会参加に向けて、一

人一人の教育的ニーズに対応し7E適切な指導及びLA要な支援を推進してまいり

ます６

平成２３年８月

高知県教育長中澤卓史










































